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論文審査の要旨 (2000字程度 )

本論文は表題 を  「Data― driven knowledge creation model: Toward a new paradigm of information systems (デ

―夕駆動型知識創造モデル :情報システム学の新パラダイムに向けて)」 とし、 7章で構成されている。
第 1章 「Introduction(序 論 )」 では、企業経営における知識創造の重要性を述べ、既存の知識管理と情報技術
の現状とを対比させる形で新たな知識創造を実現するための仮説を論じ、本論文の研究テーマを明確化している。
第 2章 「Literature review(文 献レビュー)」 では、知識の定義および、知識の主要な分類である形式知と暗
黙知の特性、およびこれらの相互変換による既存の知識創造理論および理論モデルを概観 し、人間認識の制約に
もとづいた実用上の課題を明らかにしている。さらに、情報技術を用いた知識発見手法の概観と知識創造の適用
における従来の研究とこれらの限界を明らかにしている。

第 3章 「Data―driven knowledge creation model(デ ータ駆動型知識創造モデル )」 では、知識管理における測
定、意思決定への活用の課題に照合して、従来の人間中心型知識創造理論と情報技術の現状を概観し、これまで
に解決できていない暗黙知測定、および状況適応性についての課題を明確化している。次に、この課題の解決に
向けて、アクターネットワーク理論 (人間と人工物を同等と見なして客観性を与えるアプローチ)を用いること
を論じている。さらに、ウェアラブルセンサ技術を活用した行動センシングデータの活用を特徴とした人間・ IT

統合による知識創造モデル (データ駆動型知識創造モデル :DD―KCモデル)を新たに定義し、知識創造における人
間と ITの新たな役割の可能性を論じている。

第 4章 「Demonstration of hypothesis― based DD―KC(仮説あり型 DD―KCの実地検証 )」 では、提案したデータ
駆動型知識創造モデルを用いた実証を行つている。具体的には、大規模設計を手掛ける組織業務において、組織
内の対面相互作用、設計 ドキュメン トの改版履歴、これらを補足する現場観察によつて、知識倉1造プロセスの全
体を因果ループ図を用いて表現し、若年管理者であつても本手法を用いることで自組織課題と行動変容施策の発
見が可能であることを実証している。

第 5章 「Demonstration of hypothesis― free DD―KC(仮説なし型 DD―KCの実地検証 )」 では、人と人のみならず
人と人工物を含む複雑な関係性をセンサで定量化し、統計的手法を用いることで、人間が事前に想定できない知
識発見においてもデータ駆動型知識創造モデルが有効に活用できることを示している。具体的には、商業施設に
おいて、店員と顧客の行動データを取得し、売上げデータと合わせて分析することにより、新知識源となるルー
ルを見出している。発見されたルールを実際に施策として実行することによつて 15%の業績向上を確認している。
第 6章 「A social connectionist system for making DD― KC practical(DDKCを 実用化するための社会コネク
ショニス トシステム)」 では、理論モデルとして提案したデータ駆動型知識創造モデルを、日常的に活用するため
のシステム化を目的として、機能要件定義と、プロトタイピング評価の結果を述べている。具体的には、行動セ
ンシングデータを多数の説明変数に展開し、目的変数と統計的に関連する変数を自動抽出してグラフィカル表示
する機能、および、発見されたルールに関して制御可能要因と結果、成果を連動させて表示することで、ルール
の理解を促進する機能、を備えたソフ トウェアを開発し、確認を行 うことで、日常活用の可能性を論じている。
さらに、社会的複雑な課題に対する既存研究のアプローチの概観と本研究の活用性を述べている。
第 7章 「Conclusion(結論)」 では、研究全体のまとめと、知識管理分野における提案するデータ駆動型知識創
造モデルの理論的意義と実用的意義を整理している。さらには、行動の鏡としての内省促進による社会的相互理

解への発展性など、今後の研究の展望について述べている。

以上、これを要するに、本論文では、経営工学の主要関心のひとつである知識創造理論において、従来の人間
中心モデルに加えて、新たな行動データを活用した、人間と ITの統合的知識創造モデルを提案している。これは、
人間主観が中心の知識倉J造理論と最先端のウェアラブルコンピュータ活用によるデータ解析手法を学際的見地か
ら融合し、情報システム学の新たなパラダイムを提示するものであって、工学上貢献するところ大である。よっ
て、博士 (工学)の学位を授与することが十分適当であると認める。


